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小金井市立保育園の施設更新について 

 

１ 保育施設部会における主な協議事項 

 ⑴ 第１回（令和８年５月１３日（水）実施） 

  ア スケジュール概要の確認 

  イ わかたけ保育園の施設更新に係る仮園舎候補地について意見交換 

   （現行敷地内実施・天神前集会施設・前原三丁目公園・下弁天広場） 

 

 ⑵ 第２回（令和８年７月２１日（火）実施） 

  ア わかたけ保育園に係る構造体調査結果の共有 

  イ 構造体調査結果を踏まえたわかたけ保育園の施設更新（案）の共有 

 

２ わかたけ保育園 施設更新の方向性 

 ア 構造体調査の結果（別添１）に加え、現施設の構造的な課題（エントランスや

廊下が狭くバリアフリー化がされていないこと、相談室や収納スペースが不足し

ていること等）の解消にさらにコストを要することを鑑み、長寿命化ではなく建

て替えを前提とする。 

 イ 仮園舎候補地について比較検討を行った結果、現行敷地内での施設更新を前提

として検討を進める。 

 

３ 今後のスケジュール等 

  令和８年９月以降、施設更新の方向性に基づき、施設利用者アンケート及びワー 

クショップ等により市民意見を聴取予定。 

 



わかたけ保育園 構造体調査結果のまとめ     

1．構造体調査の目的 

 わかたけ保育園の更新方法を検討するため、既存建物の構造体健全性及び劣化状況を把握

することを目的とし、施設内の 6 箇所から採取した試料を用いてコンクリートの圧縮強度試

験、中性化深さ試験及び鉄筋探査等を実施した。 

 

2．試料採取位置 

  
 

3．調査結果 

  圧縮強度試験では、採取したコア 6 本のうち 5 本が設計基準強度を下回る結果となり、設計
時に想定していた建物耐力が不足していると考えられる。また中性化試験では、6 本のうち 3
本について、中性化が鉄筋位置まで進行していることが確認された。これにより鉄筋の腐食が
既に始まっていることが想定される。 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
4. 長寿命化の可否について（まとめ） 

 以上の調査結果より、公共施設個別施設計画（令和 3 年）に照らして長寿命化の可否につ

いて検討を行った。 

 わかたけ保育園は旧耐震基準で設計されているが、耐震補強工事を実施済みである。ま

た、コンクリートの圧縮強度については、長寿命化の検討基準である 13.5N/㎟は上回ってお

り、長寿命化の検討対象である。 

別添１ 



わかたけ保育園 構造体調査結果のまとめ     

 一方で、中性化深さの調査結果においては、中性化が鉄筋位置まで進行している箇所があ

り、耐久性に重大な課題が認められる。 

 長寿命化を目指す場合、中性化への対策を施す必要があり、劣化コンクリートの除去等を

行うにはスケルトンにする必要がある。この場合、仮園舎の確保が必要となり、敷地内で仮

園舎無しで建て替えるよりもコストがかかる。 

 以上の理由から、わかたけ保育園の施設更新の手法については、長寿命化ではなく、建て

替えを前提とすることが適当と考えられる。 

 


